第 ２ 学 年　　道　徳　指　導　案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２３年１１月１７日(木)第４限

１　主題名　みんなのことを考えるとは　　　〈４－（２）公徳心・社会連帯〉

２　資料名　「バスと赤ちゃん」作：中野茂子（「中学生の道徳１年」廣済堂あかつき株式会社）

３　主題設定の理由

(1) 公徳心とは，社会生活の中で守るべき正しい道を大切にする心である。その心が生かされれば，一人一人がともに手を携え，協力し，誰もが安心して生活できる社会がつくられる。生徒たちにこのような公徳心を育み，社会連帯の自覚をもたせるには，自分も他人も共々によりよく生きようとしていることを自覚することから，互いに助け合い，励まし合うという社会連帯の意識を高めつつ，個人の向上と社会の発展とが矛盾しないようなあり方を求めさせることが重要だと考える。生徒一人一人に，自分も社会を構成する一員であるという自覚を深めるようにして，よりよい社会の実現のために，積極的に協力し合おうとする心情や判断力を高めようとして，本主題を設定した。
(2) 中学２年生になると，勤労や進路について学ぶなど将来の自分に思いをめぐらせ，目標の実現を望む気持ちが強くなってきている。また，職場体験学習を目前に控え，社会の一員としてよりよい社会にしていこうとする思いも見られる。しかし，その反面，人間関係の希薄化が進む社会の影響もあってか，公の場で，他に対する配慮を欠く言動や自己中心的な言動を取ってしまう生徒も少なくない。また既成のものに対する反発が出てくる年代でもある。このような時期の生徒には，自分も社会の大切な一員であると言う実感・自覚を深めつつ，よりよい社会の実現をめざす一人としての実感を深める追体験をさせたい。
(3) 資料「バスと赤ちゃん」は，バスの中の乗客としての公徳を考えながら，大泣きをする赤ちゃんを抱く若い母親をどう受け入れていくかを通して，よりよい(バスの中の)社会の実現をどうめざしていくかを考えることができる，中学生に公徳心・社会連帯を感得させるのに効果的な資料である。バスの中で沸き起こった〈拍手の意味〉は，誰に向けたどういう意味をもつものなのかを話し合わせることで，多様な感じ方・考え方を語らせ，互いの感じ方，考え方の根拠を問いながら学び合わせ，自己の価値観を見つめつつ磨き合わせたい。

４　ねらい

　　　　社会生活の中で，個人の向上が社会全体の向上につながることに気付き，みんなが望むよりよい社会の実現に努めようとする心情・判断力を高める。

５　準備・資料

　　　教師……掲示用言葉・絵カード，感想用紙
６　学習過程

	
	学習活動(主な発問予想される反応)
	指導上の留意事項

	方向付け
	１　学年で使える物（ウォータークーラーなど）をフロアに置くことになったとき，「△△してはいけない」というルールを作りがちである。本時は，そんなときに必要な「○○なように使っていきたい」という前向きな考えや心を考えていこう。
・どんないい心に気づけるかな。
・縛られるのではなく，みんなが気持ちよく使うために前向きな考えをもつことは大切だし，楽しい。
	・「公徳心」について，縛られる感覚で受けとめていることが多いが，本時はその奥の人間らしい心・考えを見つめていこう・・・という話をし，価値への方向付けと資料への導入を図る。

	
	２　資料「バスと赤ちゃん」を読み，話し合う。
①一人が拍手し始める前の数秒の間，一人一人はどんなことを思っていたでしょう。
・赤ちゃんはうるさい。どうしよう。
	・資料を範読する。

・①では，泣き声のうるささと，お母さんの気遣い，また病院前で乗った人が多かったことなどに気付かせ，沈黙の間に考えたことを語らせる。

	
	・自分はいいけど，みんなはどうだろう。自分勝手に言いよって言えないし…。(みんなの場所)

・泣き声はうるさいけど，「乗っていって」と言いたい。

　　なんて言ったらいいんだろう。(自分の思いをみんなにどう伝えたらいいんだろう。)

②  

ア：運転手さんへ

・その考えに賛成だよ。(困った人のことを考えた行動に賛成)

イ：若いお母さんへ

・気にしないで乗っていってね。(励まし)

ウ：最初に拍手した人に

・よく拍手してくれたね。（賛成の意を伝えやすい・勇気）

エ：自分たちへ
・いいことを一緒にするぞ。（支え合いに参加）

　・いいことだと，いやなことでも我慢できる。

②’自分の意見はア～エのどれに近いか。それを選んだ理由や異なる意見に質問はありませんか。

(理由)

　ア：運転手さんの気遣いに感心。 

　イ：気を遣わなくていいよ。困ったときはお互い様。 

　ウ：よくしてくれた…自分の思いを表現しやすくなる。

　エ：自分もいいことをしたい。うるさいけれど，我慢できる。
(質問) ・自分はエ。イの人に質問。体調不良の人のことは考えなくていいの。病気の人もいるかも。

(応答)・その人は自分で応えた方が…。みんな自分で…。

②’’級友の発言で「なるほど」「参考になった」と感じる発言はどれか。

・いいことだと苦しくても我慢できる…参加したくなるのは，参考になる。

・困ったときはお互い様は，なるほどと思った。
	・みんなのことを考え，自分と慰して表現しづらい感じ方，考え方を出させる。

②では拍手の中身について話し合い，自他への配慮と思いやりに満ちた公徳心について考えさせ，個人の成長が社会全体の成長につながることに気付かせる。

・多様に出た発言は，生徒とともに板書で整理する。

・違和感を感じさせる発言に対しては，〈反対〉を言わず，「質問」をする約束にする。

②’で分類整理した価値観の中から自分の価値観を選ぶことで，価値観の自覚を深める。

②’については理由を述べたり質疑応答したりすことで，価値への理解を深めたり，自分の価値観を磨いたりする。そのこと自体が大切で，うまく質疑応答できなくてもよい。

②’’については，「はっとした」「なるほど」「参考になった」と感じた発言を出させ，級友から学んで成長できたことを出し合わせる。

②’’までに生徒自身がこうとくしんをささえるたいせつなこころ・考えだと気付いたことをまとめ，生き方を見つめる視点として生かしたい。

	生き方の自覚
	3　みんなが見つけたように，「困った人・弱い人への気遣い」と「お互い様」「自分も参加・表現」等について，実現されていることを見つけてみよう。

・満員電車で，降りる人がスムーズに降りられるように，
　ドアの近くの人がいったんホームに出てから乗り直して

いた。
・お店には障害者用駐車スペースがある。いつそのような

車が来るか分からないが，みんなそこには停めない。
	・・みんなが見つけた太字変換の内容に　関 関する例を教師が先に例示する。
・・つい見落としそうなことを発見したとき きは，みんなが学べるように，「そういう 見方，分かる」と思える人は…などと，み みんなに返して広げる。

	まとめ
	４．教師の話を聞く。

（そうか，自分たちも公の場所で，「お互い様」というこころをもったことがあったんだな。）
	・「お互い様」を大切に，学級みんなが人のことを考えた行動をとれた例を挙げる。

	


７　評価
· 個人の向上が社会全体の向上につながることを話し合いで気付くことができ，みんなが望むよりよい社会の実現に自分もかかわることができることを実感し，そのような社会の実現に努めようとする心情・判断力を高めている。
実　　践　　資　　料

全校道徳授業　２年

○　日時　平成２３年１１月１７日（木）４限

○　項目　４（２）社会連帯

○　資料　バスと赤ちゃん　＜廣済堂あかつき株式会社＞
＜授業の展開＞

＜授業の様子＞
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	○資料の扱いで工夫した点
　まず導入では，生徒に身近なものを例にあげて，価値の方向付けをした。しかし，導入では，みんなが気持ちよく使うために前向きな考えをもつことである公徳心の意味理解に終わるのではなく，「今日は公徳心についてみんなで考えていこう」というように，価値についてあいまいにしておき，展開に入っていく方がよいと感じた。
　また，今回は資料を生徒に配布せずに，教師の語りで話を確認していった。話の展開ごとにキーワードとなるフラッシュカードを黒板に貼り，発問を交えながら進めた。このことにより，集中して話を聞き，人物や場面を想像しながら内容を理解できると考えた。
○展開における反省点
　中心発問では，考えがまとまった人から静かに立つように指示をし，時間はかかったが，クラスの半分の生徒が立った。しっかりと内容を把握させ，集中させることが大切だと感じた。このために，展開の仕方，言葉の言い回し，フラッシュカードを出すタイミングなど，教師側の準備・イメージが重要である。
　中心発問での，意見を分類整理したあとの質疑応答をする場面では，生徒の方から質問がでなかった。教師側が意見を選び，「この考えについてもう少し詳しく聞きたいな」など質問をしていく展開になった。そのあとの，「なるほど」「参考になった」と感じる発言はどれかと発問をしたときも，反応はあまりなかった。このため，自分がなるほどと思ったものに挙手をした生徒に理由を発表してもらった。このような，価値観を深め，共有化していく方法は，その授業のときだけ実践するのではなく，普段の授業から継続的に実践して，生徒を鍛えておくことが必要であると感じた。
○学級の様子と生徒の成長
　教師の語りとフラッシュカードを用いて展開したことにより，生徒の，一生懸命考えていこうという姿勢が強く伝わってきた。感想では，「自分の都合のいいように考えるのではなく，他の人の事を考えていけるような人を目指して頑張っていきたい」「見てみぬふりをしてしまったり，関係ないと思ってしまうこともあるけど，知らない人同士の間でも，気づかいあえることは大切なことだと感じた」などといったことが書かれていた。しかしその反面，話の中のお母さんや運転手に視点をあてて，「心の暖かい人だと思った」「運転手は公徳心にあふれた人だと思った」だけで感想が終わっている生徒も数名見られた。



　　　　









全校道徳の時間において全校同じ資料を使用





＜授業者の反省＞





○　導入


　　学年で使える物（ウォータークーラーなど）をフロアに置くことになったとき，「△△してはいけない」というルールを作りがちである。本時は，そんなときに必要な「○○なように使っていきたい」という前向きな考えや心を考えていこう。


○　展開


展開①　資料「バスと赤ちゃん」を語り，話し合う。


一人が拍手し始める前の数秒の間，一人一人はどんなことを思っていたでしょう。資料「バスと赤ちゃん」を読み，話し合う。�
�
・赤ちゃんはうるさい。どうしよう。


・自分はいいけど，みんなはどうだろう。自分勝手に言いよって言えない


し…。(みんなの場所)


・泣き声はうるさいけど，「乗っていって」と言いたい。


　　　　　なんて言ったらいいんだろう。(自分の思いをみんなにどう伝えたらいいんだろう。)


展開②　考えを深める。


拍手はだれに対する，どういうものだったでしょう。�
�
ア：運転手さんへ


・その考えに賛成だよ。(困った人のことを考えた行動に賛成)


イ：若いお母さんへ


・気にしないで乗っていってね。(励まし)


ウ：最初に拍手した人に


・よく拍手してくれたね。（賛成の意を伝えやすい・勇気）


エ：自分たちへ


・いいことを一緒にするぞ。（支え合いに参加）


　　　　　・いいことだと，いやなことでも我慢できる


展開②´自分の意見はア～エのどれに近いか。それを選んだ理由や異なる意見に質問はありませんか。家族への感謝の気持ちを見つめさせる。


展開②〝展開級友の発言で「なるほど」「参考になった」と感じる発言はどれか。


○　まとめ


教師の話を聞く。





拍手はだれに対する，どういうものだったでしょう。











